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諏訪の神仏信仰について講演

する仏法紹隆寺の岩崎住職

神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
日
本
刀

諏
訪
の
文
化
研
究
発
表

県
文
化
財
保
護
協
会
諏
訪
支
部

（
伊
藤
文
夫
支
部
長
）
は
2
6
日
、

研
究
発
表
会
を
諏
訪
市
諏
訪
1
の

諏
訪
教
育
会
館
で
闘
い
彗
仏
法

紹
隆
寺
の
岩
崎
宥
全
住
職
（
4
5
）
が

「
諏
訪
の
神
仏
信
仰
を
も
う
一
度

～
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で

き
る
ま
で
」
、
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
員
で
研
師
の
岩
村
茂
孝
さ
ん

（
讐
＝
箕
輪
町
＝
が
「
月
木
刀
の

基
礎
知
識
時
代
に
よ
る
姿
の
変

化
」
と
遷
し
て
講
演
。
会
員
ら
1
8

人
が
参
加
し
、
神
仏
信
仰
や
日
本

刀
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

諏
訪
地
域
の
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
発
表
の
場
で
、
年
3
回

開
催
し
て
い
る
。
岩
崎
住
職
は
同

寺
に
伝
わ
る
「
両
部
神
道
言
上
草

案
」
（
市
文
化
財
）
な
ど
の
古
文
書

を
ひ
も
と
き
、
「
諏
訪
社
の
神
道

は
真
言
宗
と
習
合
し
た
両
部
神
道

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
」
と
解
説
。

神
仏
習
合
、
分
離
に
も
触
れ
、
地

域
に
浸
透
し
て
い
た
信
仰
や
寺
社

の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

の
上
で
、
諏
訪
の
上
下
社
に
由
来

す
る
仏
像
を
一
斉
公
開
し
た
「
諏

訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
現
ま

で
の
道
の
り
を

説
明
。
「
活
動

を
通
じ
て
、
お

寺
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話

した。岩
村
さ
ん
は

冒
頭
「
ア
ニ
メ

や
漫
画
の
世
界

で
刀
が
大
活
躍

し
て
い
る
。
特

に
女
性
か
ら
の

人
気
が
大
き

い
」
と
昨
今
の

日
本
刀
ブ
ー
ム
を
紹
介
。
日
本
に

は
▽
付
け
焼
き
刃
▽
し
の
ぎ
を
削

る
▽
つ
ば
ぜ
り
合
い
－
な
ど
刀
に

関
係
す
る
言
葉
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
か
ら
「
当
時
は
身
近
な
存
在

だ
っ
た
の
で
は
」
と
推
測
し
た
。

発
表
で
は
時
代
ご
と
の
形
状
の
特

徴
や
、
諏
訪
地
域
で
活
躍
し
た
刀

工
を
解
説
。
実
物
も
披
露
し
、
参

加
者
た
ち
は
鍛
え
ら
れ
た
刀
身
の

美
し
さ
に
息
を
の
ん
だ
。

参
加
し
た
北
澤
等
さ
ん
（
6
6
）
＝

諏
訪
市
四
賀
＝
は
「
神
仏
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
裏
側
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
ほ
か
、
日
本
刀
の
美
術
品
と

し
て
の
側
面
が
理
解
で
き
る
良
い

機
会
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（平岡大輝）


